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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次

第92期

第１四半期

累計期間

第93期

第１四半期

累計期間

第92期

会計期間
自　平成23年４月１日

至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日

至　平成24年６月30日

自　平成23年４月１日

至　平成24年３月31日

売上高 （千円） 1,387,565 1,809,077 8,116,579

経常利益又は経常損失（△） （千円） △23,209 △246,050 453,639

四半期（当期）純利益又は四
半期純損失（△）

（千円） △240,841 164,009 207,735

持分法を適用した場合の投資
利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 3,471,000 3,471,000 3,471,000

発行済株式総数 （千株） 21,974 21,974 21,974

純資産額 （千円） 8,529,254 9,232,246 9,151,646

総資産額 （千円） 15,588,017 16,046,797 16,417,850

１株当たり四半期（当期）純
利益金額又は四半期純損失金
額（△）

（円） △11.03 7.51 9.51

潜在株式調整後１株当たり四
半期(当期)純利益金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 54.7 57.5 55.7

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社は関連会社がないため、持分法を適用した場合の投資利益については記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、新株予約権付社債等の潜在株式がないため記

載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約の締結、変更、解約等は行われておりません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）　業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興関連需要などを背景に、景気は緩や

かに持ち直しつつあるものの、欧州を中心とした海外経済の減速感や長期化する円高などから、依然とし

て先行きは不透明な状況となっております。

化学工業におきましても、原油価格および為替相場の高値定着化によって収益が圧迫されるなど、引き

続き厳しい状況が続いております。

このような状況の中、当社は徹底した販売拡大と経費節減に努めてまいりました。その結果、当第１四

半期累計期間の売上高は前年同四半期比30.4％増の1,809百万円となりました。しかし、未だ東京電力株

式会社、福島第一原子力発電所の事故に伴う風評被害等の影響が残るなど、売上高の水準は震災前の状態

までは回復しておらず、営業損失は258百万円（前年同四半期は28百万円の営業損失）、経常損失は246百

万円（前年同四半期は23百万円の経常損失）となりました。四半期純利益につきましては、風評被害等に

関する損害について合意に至り、賠償金を特別利益に計上した結果、四半期純利益は164百万円（前年同

四半期は240百万円の四半期純損失）となりました。

　

（2）　財政状態の分析

当第１四半期会計期間末における各貸借対照表項目の増減要因は、つぎのとおりであります。

（流動資産）

当第１四半期会計期間末の流動資産は、前事業年度末から148百万円減少し、7,360百万円となりまし

た。これは主に、製品の増加と受取手形及び売掛金の減少によるものであります。

（固定資産）

当第１四半期会計期間末の固定資産は、前事業年度末から222百万円減少し、8,685百万円となりまし

た。これは主に、機械及び装置の減価償却費及び投資有価証券の時価の下落による減少であります。

（流動負債）

当第１四半期会計期間末の流動負債は、前事業年度末から419百万円減少し、4,059百万円となりまし

た。これは主に、短期借入金の返済によるものであります。
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（固定負債）

当第１四半期会計期間末の固定負債は、前事業年度末から32百万円減少し、2,755百万円となりました。

これは主に、役員退職慰労金制度廃止に伴う役員退職慰労引当金の減少によるものであります。

（純資産）

当第１四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末から80百万円増加し、9,232百万円となりまし

た。これは主に、四半期純利益計上による増加と、その他有価証券評価差額金の減少によるものでありま

す。

　

（3）　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等（会社法施行規則第118条第3号に掲げる事項）は次のとおりです。

（基本方針）

当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、当社の掲げる経営理念を尊

重し、それを実現するための具体的諸施策を推進することにより、当社の企業価値及び株主共同の利益を

確保し、継続的に向上させていく者が望ましいと考えます。 

当社は、上場企業として当社株式の自由な取引を尊重する観点から、支配権の移転を伴う当社株式の大

量買付提案等があった場合には、それが当社の企業価値の向上及び株主共同の利益の確保に資するもの

かどうかの評価やその是非について、最終的には株主の皆様の自由な意思により判断されるべきである

と考えます。 

しかし、対象とする会社の経営陣との意思疎通の努力を怠り、一方的に大量買付行為またはこれに類似

する行為を強行する事例が顕在化しております。また、これらの大量買付提案の中には、高値で対象とな

る会社に株式を買取らせようとするもの、いわゆる焦土化経営をおこなうとするもの、株主の皆様に株式

の売却を事実上強要する恐れのあるもの等、企業価値ひいては株主共同の利益を毀損する可能性が高い

ものが少なくありません。 

こうした状況下において、大量買付提案等に応じるか否かのご判断を株主の皆様に適切に行っていた

だくためには、大量買付者側から買付条件や買収した後の経営方針、事業計画等に関する十分な情報提供

がなされる必要があると考えます。また、当社は、その大量買付提案等に対する当社取締役会の評価や意

見、大量買付提案等に対する当社取締役会による代替案等を株主の皆様にご提供しなければなりません。

当社といたしましては大量買付提案等にかかる一連のプロセスをルール化することにより、関係当事者

が最も適切な判断をおこなえるような仕組みを構築することが必須であると考えております。 

このような考え方を、「財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針」として

揚げるとともに、不適切な企業買収行為を防止する仕組みとして「大量買付のルール」を定めておりま

す。

 

（4）　研究開発活動

当第１四半期累計期間の研究開発費の総額は、46百万円であります。

　

EDINET提出書類

有機合成薬品工業株式会社(E00848)

四半期報告書

 4/17



　

（5）　生産、受注及び販売の実績

前第１四半期累計期間の生産実績は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災により常磐工場（福

島県いわき市）が被災し減少しましたが、当第１四半期累計期間は通常操業となり前年同四半期比1,183

百万円増加の2,395百万円となりました。

販売実績につきましても、前第１四半期累計期間は東日本大震災や原子力発電所事故の影響による流

通の混乱や経済活動の停滞に加え、風評被害等による輸出額の減少、個人消費の自粛などが見られました

が、当第１四半期累計期間は徐々に回復し、前年同四半期比421百万円増加の1,809百万円となりました。

①　生産実績

セグメントの名称

前第１四半期累計期間

（自　平成23年４月１日

　　至　平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間

（自　平成24年４月１日

　　至　平成24年６月30日）

金額（千円） 金額（千円）

ファインケミカル事業 1,211,911 2,395,422

合計 1,211,911 2,395,422

（注） １　金額は販売価格によっております。

　２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

②　受注状況

当社は受注による生産は僅かであり、主として見込み生産によっておりますので、受注ならびに受注残

について、特に記載すべき事項はありません。

　

③　販売実績

製品区分

前第１四半期累計期間

（自　平成23年４月１日

　　至　平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間

（自　平成24年４月１日

　　至　平成24年６月30日）

金額（千円） 金額（千円）

アミノ酸関係 529,622 676,452

化成品関係 530,834 948,992

医薬品関係 327,108 183,633

合計 1,387,565 1,809,077

（注） １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

　

②　【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)

(平成24年６月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成24年８月13日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 21,974,000 21,974,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は1,000株
であります。

計 21,974,000 21,974,000－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 
(千円)

資本金残高
 
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

－ 21,974,000 － 3,471,000 － 3,250,140

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができませんので、直前の基準日である平成24年３月31日の株主名簿により記載しており

ます。

①　【発行済株式】

平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
　普通株式 132,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,695,000 21,695 －

単元未満株式 普通株式 147,000 － －

発行済株式総数 　 21,974,000－ －

総株主の議決権 　 － 21,695 －

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が407株含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成24年３月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）

有機合成薬品工業株式会社
東京都中央区日本橋人
形町三丁目10番４号

132,000 － 132,000 0.60

計 － 132,000 － 132,000 0.60

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第63号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成24年４月１日か

ら平成24年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係

る四半期財務諸表について、監査法人保森会計事務所により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から

みて、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程

度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

①　資産基準 0.7％

②　売上高基準 0.0％

③　利益基準 △0.5％

④　利益剰余金基準 2.7％

※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 498,117 638,686

受取手形及び売掛金 ※2
 2,923,115

※2
 2,561,203

製品 2,515,371 2,680,801

仕掛品 442,291 419,954

原材料 735,079 695,655

その他 395,319 364,902

貸倒引当金 △300 △300

流動資産合計 7,508,996 7,360,904

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,564,138 1,543,112

機械及び装置（純額） 1,639,195 1,537,951

土地 3,151,011 3,151,011

その他（純額） 513,678 513,022

有形固定資産合計 6,868,024 6,745,097

無形固定資産 91,031 85,900

投資その他の資産

投資有価証券 1,412,683 1,283,350

その他 537,113 571,544

投資その他の資産合計 1,949,796 1,854,894

固定資産合計 8,908,853 8,685,893

資産合計 16,417,850 16,046,797

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,163,692 1,206,105

短期借入金 2,240,000 1,740,000

1年内返済予定の長期借入金 336,000 336,000

未払法人税等 18,285 101,987

賞与引当金 77,212 59,493

その他 643,184 615,748

流動負債合計 4,478,374 4,059,334

固定負債

社債 328,500 328,500

長期借入金 838,000 829,000

再評価に係る繰延税金負債 697,655 697,655

退職給付引当金 874,910 858,218

役員退職慰労引当金 21,500 －

資産除去債務 14,233 14,272

その他 13,029 27,570

固定負債合計 2,787,829 2,755,217

負債合計 7,266,203 6,814,551
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,471,000 3,471,000

資本剰余金 3,250,140 3,250,140

利益剰余金 2,402,958 2,566,968

自己株式 △43,165 △43,165

株主資本合計 9,080,933 9,244,943

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 94,506 11,284

繰延ヘッジ損益 △12,510 △12,698

土地再評価差額金 △11,283 △11,283

評価・換算差額等合計 70,712 △12,697

純資産合計 9,151,646 9,232,246

負債純資産合計 16,417,850 16,046,797
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 1,387,565 1,809,077

売上原価 1,049,363 1,711,542

売上総利益 338,201 97,534

販売費及び一般管理費 366,661 355,688

営業損失（△） △28,459 △258,153

営業外収益

受取利息 217 235

受取配当金 16,365 16,898

雑収入 6,000 11,242

営業外収益合計 22,582 28,376

営業外費用

支払利息 11,027 10,644

社債利息 2,286 1,709

雑損失 4,019 3,919

営業外費用合計 17,333 16,273

経常損失（△） △23,209 △246,050

特別利益

受取補償金 － ※1
 526,157

特別利益合計 － 526,157

特別損失

固定資産除却損 965 10,010

投資有価証券評価損 － 6,986

災害による損失 416,103 －

特別損失合計 417,068 16,996

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △440,278 263,109

法人税等 △199,436 99,100

四半期純利益又は四半期純損失（△） △240,841 164,009
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第１四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形

固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　これによる損益に与える影響額は軽微であります。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第１四半期累計期間

(自　平成24年４月１日

　至　平成24年６月30日)

税金費用の計算

税金費用については、四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益(累計期間)に当該見積実効税率を乗じて計算する方

法によっております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金を計算すると著しく合理性を欠く結果と

なる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　１  受取手形割引高

　

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形割引高 －千円 83,336千円(注)

(注)　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当第１四

半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、上記の四半期会計期間末の受取手形割引残高に四半期会計期

間末日満期手形が13,370千円含まれております。
　

※２　前事業年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、前事

業年度末日は金融機関の休日であったため、次の満期手形が前事業年度末日の残高に含まれておりま

す。  

　

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 23,796千円 －千円

　

(四半期損益計算書関係)

※１  東京電力株式会社から公表された賠償基準に基づく、福島第一原子力発電所の事故に伴う風評被害等

に対する賠償金であります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

      当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年６月30日)

減価償却費 189,410千円 181,481千円

　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）

　配当金支払額

　該当事項はありません。

　
Ⅱ　当第１四半期累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

　配当金支払額

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）

　当社はファインケミカル事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　
Ⅱ　当第１四半期累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

　当社はファインケミカル事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失
金額(△)

△11.03円 7.51円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千
円)

△240,841 164,009

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純
損失金額(△)(千円)

△240,841 164,009

普通株式の期中平均株式数(株) 21,844,200 21,841,593

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

有機合成薬品工業株式会社(E00848)

四半期報告書

15/17



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月10日

有機合成薬品工業株式会社

取締役会  御中

監査法人　保森会計事務所

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    横    山      　博 　   印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    山    貴    久    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている有機
合成薬品工業株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第93期事業年度の第１四半期会計期

間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年
６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半
期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、有機合成薬品工業株式会社の平成24年６月30日現在の
財政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事
項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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